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1． はじめに

　インターネットの普及により様々なコンテンツに
対するコメントや感想などをネット上に構築された
ソーシャルなコミュニケーションの場を利用して不
特定多数の人間と共有するという新しいコンテンツ
の楽しみ方が生まれつつあり、映像作品視聴におい
てリアルタイムにコメントを公開し合うサービスが
多くのユーザーから支持を集めている。最近では、
映像を対象として、ネット上の大勢の視聴者がコメ
ントや知見を披歴し合う環境が発達している。しか
し、一般的なBlu-rayの視聴環境は、家庭内での閉
じられた視聴環境に於ける映像鑑賞が中心であり、
作品へのリアルタイムな感想や意見は個人の中に留
まっているのが現状である。そこで、本研究では
Blu-rayと多機能リモートデバイスをネットワーク
機能で繋ぎ、ユーザー同士が繋がりを持つ、新しい
映像ソーシャルブックマークシステムの開発を行
う。

2． 映像ソーシャルブックマーク

　本研究で提案する、映像ソーシャルブックマーク
について述べる。映像に感想やコメント等を同期し
て投稿し、それをユーザー同士が知見し、披歴しあ
うシステムの代表として、ニコニコ動画がある。ニ
コニコ動画では、映像に対してユーザーが好きなコ
メントを投稿し、それが映像にオーバーレイして表
示される。これは、映像ソーシャルブックマークの
一つである。ニコニコ動画では、このユーザーが投
稿するコメントが動画に非常に付加価値を生み出し
ている。今回、提案する映像ソーシャルブックマー
クの概要を図１に示す。

気に入ったシーンをより直感的に示すために、ユー
ザーは多機能リモートデバイスを用いてアクション
を起こす。多機能リモートデバイス用いることによ
り、コメントだけでなく、様々なアクションを行う
事ができ、映像の共感の度合いや反感の度合いな
ど、直感的なソーシャルブックマーク情報付を付け
ることができる。利用する情報は、ユーザーが起こ
したアクションと、その強度である。それらの情報
を映像ソーシャルブックマークとして、ユーザー同
士が利用する。ユーザーは、そのブックマーク情報
から有意義な情報を検索することができる。タイト
ルの中には、ユーザーが映像に対して、共感として
つけたソーシャルブックマーク情報等あり、共感の
シーンが多ければ人気タイトルとして、ユーザーに
おすすめタイトルとして提供する。

     図1　映像ソーシャルブックマーク
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3． 手法

 Blu-rayにはDVDでは実装されていなかったネット
ワーク接続機能やBlu-ray再生機器のハードディス
クへの書き込みをJava言語でコーディングしてオー
サリングを行うBD-Jという規格として実装してい
る。さらに、BD-Jの規格としてProfile2.0でネット
ワーク接続機能やBlu-ray再生機器のハードディス
クへの書き込みは必須となっており、現在市販の
Blu-ray機器では全てProfile2.0のものになってい
る。DVDでは出来なかった、ネットワークを用いた
オーサリングが可能になった。そこで、本手法では
オーサリング手法にBD-Jを用いてBlu-rayのネット
ワーク接続機能を利用する。Blu-rayはJava言語で
多機能リモートデバイスとネットワークでソケット
通信を行い、お気に入りのシーンやコメント等を
ブックマークしてデータベースに格納していく。こ
れを映像ソーシャルブックマークシステムとして、
ユーザーはこのデータベースを利用して多機能リ
モートデバイスからお気に入りのシーン等を検索す
る。このシステムの概要を図2に示す。

3.1　 多機能リモートデバイスのアク
ションの解析

 ユーザーが、映像の共感の度合いや反感の度合い
など、より直感的なソーシャルブックマーク情報付
を付けるために、加速度等、様々な情報を用いて情
報を入力できる、多機能リモートデバイスが適して
いる。ユーザーは、多機能リモートデバイスで様々
なアクションを起す。多機能リモードデバイスで
は、アクションに対して、加速度等の情報を元に、
行ったアクションがどのようなものか、さらに強度
等を解析する。加速度の値が大きければそのアク
ションに対する強度は強くなり、小さければ弱くな
る。

3.2　ブックマークの記録

 Blu-rayではネットーワーク接続機能を用いてデー
タベースにアクセスする事が可能である。多機能リ
モードデバイスでアクションが行われた際に、多機
能リモートデバイスと、Blu-rayとの間でネット
ワーク機能を用いてソケット通信をし、アクション
を起こした時のタイムコードを扱うレジストリの値
と行ったアクションの種類をデータベースに格納す
る。Blu-rayが動画を再生中にデータベースにアク
セスすることで、他のユーザーが付けたアクション
を参照することが出来る。これらの情報は、ユー
ザーが動画を観る時に、登録ユーザーの嗜好に傾向
を示す事ができるため、重要なシーン等の参考にな
ると思われる。

3.3　ブックマークの利用

 データベースに蓄積されたソーシャルブックマー
ク情報を用いて、アクション等の種類や強度で統計
をとり、おすすめ映像の一覧等をユーザーに提供す

る。それらの情報はユーザーにとって、一種のレコ
メンドシステムにあたり、おすすめの作品の中で
も、さらにおすすめのシーン等の情報もユーザーに
提供できる。

4． まとめ

 本研究では、閉鎖的なBlu-rayの視聴環境からの脱
却をはかり、ソーシャルブックマークの開発を行っ
た。近年は、ソーシャルネットワークを使ったシス
テムが普及し始め、ユーザー同士が繋がりを持ち始
めた。そこから得られるユーザー同士の情報共有に
は大きな情報価値があり、今後はBlu-rayにおいて
もその情報共有が有意義なものになるだろう。ま
た、今回の研究では多機能マルチデバイスとネット
ワーク機能でBlu-rayを繋げ、多機能マルチデバイ
スをコントローラーとして扱った。このように、今
後はマルチメディア化が進み、機器同士の繋がりも
増えて行くと予想される。

   図2. システム概要
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